MS班　佐藤聖

自班のインストラクションの反省点

· （長期的な）授業計画に捕われ過ぎて、一回の授業の時間配分等が上手くいかなかった。

· 3人の中で「用語」「概念」の捉え方に差がありそうだったので、明文化して共有した方が良かったかもしれない、インストラクターが毎回変わる授業なので。

· 出来るだけ「授業」にしたかったが、ともすると「やりたい事の説明」に流れてしまいそうになった。

· 前回参加できなかった人へのフォロー等、明確にしていなかった。

客観的に、研究会全体で気になったところ

· インストラクションが「授業」ではなく「やりたい事の説明」になってしまっている部分がある。

· 上に関連して、受講者のなりきり度が自身も含めて足らないように思います。「対象」としての意見と、「評価者」としての意見を分離しないと、徐々に議論が実際の話と分離していってしまいそう。

· インストラクション後の「狙いの説明」がやや中途半端。まず教育全体の目標があって、それを達成するためには他にこのような選択肢があったが、これこれこういう理由でこちらを選びました・・・とか、より具体的な議論の流れに踏み込んだ方が聞いているほうもわかりやすいのではないか。

· 上に関連して、「狙いの説明」を受けて、その中からもう少し議論を膨らませる事が出来ると面白いと思います。

